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第
16
回　

吉
井
勇
顕
彰
短
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大
会

◆
問
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念
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猪
野
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ウ
ォ
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キ
ン
グ

　

吉
井
勇
の
歌
碑
が
た
つ
猪

野
々
を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
轟
の
滝
や
猪
野
々
の

歴
史
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
秋
の
里

山
散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
27
日
（
土
）

10
時
集
合　

※

小
雨
決
行

【
定
員
】
20
人　

※

要
予
約

【
参
加
費
】
２
０
０
０
円※

入

館
料
・
保
険
込
、
お
弁
当
・
お
茶
付
き

【
申
込
締
切
】
10
月
19
日
（
金
）

【
行
程
】
記
念
館
集
合
（
10

時
）
→
記
念
館
・
渓
鬼
荘
見
学

→
轟
の
滝
→
昼
食
・
休
憩
→
周

辺
散
策
→
解
散
（
15
時
30
分
）

【
無
料
送
迎
バ
ス
】

香
美
市
役
所
本
庁
舎
前
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。

行
き　

９
時
20
分
発

（
Ｊ
Ｒ
美
良
布
駅
９
時
40
分
）

帰
り　

15
時
40
分
発

※

予
約
時
申
込

香美市音楽祭Vol .2

　　　　　　三谷真紀さん

　　　　　　　　土佐山田町出身

　　　　　　　　鏡野中学校卒業

　　　　　　　　土佐女子高等学校

　　　　　　　　を経て東京芸術大

　　　　　　　　学音楽学部器楽科

　　　　　　　　卒業。NHK新人オ

　　　　　　　　ーディションに合

　　　　　　　　格し『FMデビュー

リサイタル』に出演。ノースウエス

タン大学でスペシャルスチューデン

トコースを修了。渡米中、オーボエ

奏者として活動。現在、東京フィル

ハーモニー交響楽団のオーボエ奏者。

　　　　　　秋月孝之さん

　　　　　　　　土佐山田町出身

　　　　　　　　鏡野中学校卒業

　　　　　　　　大阪教育大学卒業。

　　　　　　　　同大学専攻科修了。

　　　　　　　　１９９６年、大阪フ

　　　　　　　　ィルハーモニー交

　　　　　　　　響楽団にトップ奏

　　　　　　　　者として入団。同

年日本音楽コンクールに入選する。

現在、オーケストラ奏者だけでなく、

関西を中心にソロ、室内楽と多方面

で活躍し、大学や高校で後進の指導

にもあたっている。

　　　　　　石丸美佳さん

　　　　　　　　土佐山田町出身

　　　　　　　　鏡野中学校卒業

　　　　　　　　中学校で当初希望

　　　　　　　　したオーボエには

　　　　　　　　空席が無く、可愛

　　　　　　　　い先輩がいたコン

　　　　　　　　トラバスに出合い、

　　　　　　　　クラブに没頭した

３年間を過ごす。山田高校、京都市

立芸術大学、同大学院を修了。ベル

リンに留学し、音楽漬けの日々とド

イツビールを堪能して帰国。現在、

京都市交響楽団副首席奏者。

　　　　　　小佐井淑子さん

　　　　　　　　東京藝術大学音楽

　　　　　　　　学部附属音楽高等

　　　　　　　　学校を経て、東京

　　　　　　　　藝術大学音楽学部

　　　　　　　　器楽科ピアノ専攻

　　　　　　　　卒業。虎ノ門ホー

　　　　　　　　ルでの卒業演奏会、

　　　　　　　　NHK午後のリサイ

タル、東京文化会館推薦音楽会、横

浜イギリス館コンサートなどに出演。

ソロリサイタルで、高知県芸術祭優

秀賞を受賞。高知学園短期大学非常

勤講師。元四国女子大学非常勤講師。

　　　　　　甲藤さちさん

　　　　　　　　土佐山田町出身

　　　　　　　　鏡野中学校卒業

　　　　　　　　香川県明善高校音

　　　　　　　　楽科を経て、東京

　　　　　　　　藝術大学音楽学部

　　　　　　　　卒業。第５３回日

　　　　　　　　本音楽コンクール

　　　　　　　　入選。１９８５年第

２回日本フルート・コンヴェンショ

ン・コンクール第１位及び委嘱作品

最優秀演奏者賞受賞。１９８７年東京

交響楽団入団、１９９０年より同楽団

首席フルート奏者として現在に至る。

問い合わせ先
　中央公民館
　☎５３－２２１４

２７ Kami
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FAX

こ
お
ろ
ぎ
の
安
ら
ぎ
誘
う
夜
の
声

猛
暑
、
豪
雨
、
台
風
の
襲
来
な
ど
、
散
々
な
今
年
の

夏
で
あ
っ
た
が
、
夜
が
更
け
て
聴
く
こ
お
ろ
ぎ
の
声

に
、
長
い
、
長
い
夏
の
終
わ
り
を
思
う
の
で
あ
る
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

広
報
委
員
会

■開催日時

　１２月２日（日）

　開場１３時３０分　開演１４時

■場所　高知工科大学講堂

■入場料　無料（要入場整理券）

※入場整理券は、１１月５日（月）９時

から、中央公民館・生涯学習振興課・

各支所の分室で配布します。

■託児　未就学児は入場できない

ので、事前に託児をお申し込みく

ださい。

※要事前申込（１１月１６日（金）まで）

　

来
年
の
３
月
９
日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
る
第
16
回
大
会
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

■
作
品
募
集
要
項

【
作
品
】
一
般
の
部
＝
１
人
２

首
ま
で
。
学
生
の
部
（
高
校
生

以
下
）
＝
１
人
１
首
ま
で
。

　

自
作
・
未
発
表
の
も
の
で
主

題
は
自
由
。
応
募
用
紙
ま
た
は

原
稿
用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
大

会
当
日
の
出
欠
・
送
迎
バ
ス
利

用
の
有
無
を
明
記
す
る
こ
と
。

【
出
詠
料
】
２
首
千
円
（
１
首

で
も
千
円
）
。
学
生
の
部
無
料
。

※

定
額
小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
、

投
稿
時
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】

12
月
14
日
（
金
）※

当
日
消
印
有
効

【
選
者
】
▽
玉
井
清
弘
（
「
音
」

選
者
）
▽
井
上
佳
香
（
高
知
新

聞
歌
壇
選
者
）


